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 紀南河川国道事務所が実施する串本太地道路は平成30年度に事業化され，早期開通に向けて令和3年度

に（仮称）太地ＩＣから工事着手したところである．串本太地道路のＢＩＭ／ＣＩＭ活用業務においては，

各設計の内容に応じたリクワイヤメントに取り組んでいる． 

本稿は，串本太地道路の建設生産・管理システム全体の効率化に資するＣＩＭモデル活用のうち，設計

業務の効率化について報告すると共に，今後の取り組み（案）について報告するものである． 

キーワード 串本太地道路，ＢＩＭ／ＣＩＭ活用，遠隔臨場，複合現実（ＭＲ）

1. 取り組み概要 

(1) 串本太地道路の事業概要 

串本太地道路は災害に対する道路ネットワークの確保

や医療機関へのアクセス改善,観光振興を目的に2018年

度に事業化された自動車専用道路である. 

当該道路が建設される地域の幹線道路は国道42号のみ

であり,当該区間は越波や大雨による交通規制が発生し

ており,南海トラフ巨大地震の発生時には津波浸水によ

り通行不可能になることが予想されている．そのため,

串本太地道路の全区間が南海トラフ巨大地震で予想され

る津波の高さ以上の場所に建設され,国道42号の代替路

として安全性や信頼性を確保する道路となっている. 

図-1 串本太地道路 位置図 

本事業では早期に用地を確保する上で,分かりやすい説

明が重要であるため,３Dモデルによる高度な検討が可能

であり,かつ設計業務の効率化を図ることが可能なＢＩ

Ｍ/ＣＩＭを活用することとした. 

(2) ＢＩＭ／ＣＩＭ活用業務での取り組み

橋梁予備設計においては，各施工ステップのＣＩＭ

モデルを作成することにより，数量・工事費の算出もれ

の照査，工期算出に活用した．また交差道路との建築限

界確保照査に活用した． 

道路設計においては，ダイヤモンド型ＩＣ交差点付

近の視認性の確認のため，ドライブシミュレーションに

よる設計照査，運転手目線の資料提示による警察協議の

合意形成円滑化にＣＩＭモデルを活用した． 

図-2 ＣＩＭモデル（ダイヤモンド型ＩＣ） 

また，ＢＩＭ/ＣＩＭ活用業務を進めるにあたり，事

務所，事業推進PPP室，業務受注者の３者が合同で出席

する勉強会を開催し，事業に関わる全ての者が，当事者

意識をもってＢＩＭ／ＣＩＭについての理解を深める機

会とした．特に属性情報については、生産・管理にかか

わる事項として理解を図った。 
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図-3 ＣＩＭモデルと属性情報の紐づけイメージ（橋梁） 

図-4 ＣＩＭモデルと属性情報の紐づけイメージ（道路） 

2. 設計業務における課題と対策 

(1)   施工計画の効率化 

 施工計画においては，各施工ステップ間の干渉の有無

確認，漏れのない数量・工事費算出，必要な工期算出を

行うにあたり，様々な工種を設計図面において確認する

ため，時間と経験を要する． 

 各施工ステップのＣＩＭモデルを作成することにより，

視覚的に各工種の干渉の有無，施工性など確認の効率化

を図る． 

(2)   照査の効率化 

設計照査について，2次元設計図では各種図面の整合

確認が必要であり，照査に時間を要する． 

ＣＩＭモデルを照査に活用することにより，視覚的に

不整合の確認を行い，効率的かつ確実な照査を図る．ま

た，モデル内に付与された属性情報から，必要な設計情

報等を容易に確認することが可能となる． 

(3)  対外説明の効率化 

2次元設計図では，停止線位置や走行時の視認性，構

造物との位置関係について，数多くのパース図を準備す

るなど，わかりやすい説明資料作成に時間を要する． 

ＣＩＭモデルを説明用資料に活用することにより，任

意の視点でのパース図作成が可能となり，効率的な協議

資料を作成することが可能となる． 

3. ＣＩＭモデルの活用事例

(1)  施工計画の効率化への活用 

 ＣＩＭモデルを各施工ステップ毎に作成し，各施工ス

テップに時間軸を付与することで，時間軸と施工状況の

可視化を行った．これにより，施工方法及び工程等の妥

当性の確認が容易となり，施工計画検討，照査の効率化

が図れた． 

これらの確認・照査の結果が反映され，数量・工事費，

工期算出の効率化にも寄与した． 

図-5 ＣＩＭモデルを用いた施工ステップイメージ(抜粋) 
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(2)  効率的な照査への活用 

 ＣＩＭモデルを用いて，橋梁の橋桁と交差道路との建

築限界・干渉チェックを視覚的に照査した． 

図-6 ＣＩＭモデルを用いた照査イメージ 

従来の照査では，複数の図面での確認が必要であった

が，ＣＩＭモデルを参照することで，交差道路との建築

限界や干渉が明確になり，照査の効率化が図れた． 

 (3)  ＣＩＭモデルによる対外説明への活用 

 警察協議において，ＣＩＭモデルを用いて協議用資料

を作成し，円滑かつ確実な合意形成を図った． 

（仮称）太地ICでは，ダイヤモンド型ＩＣの交差点付近

の視距・視認性を考慮して，停止線位置，函渠周り土留

め擁壁構造を計画している．警察協議の説明資料として，

交差点付近の視認性を示すための運転手目線のイメージ

図をＣＩＭモデルから抜き出して作成することで，イメ

ージ図作成の効率化が図れた． 

また，計画時点ではＣＩＭモデルを活用した運転手目

線の走行イメージ動画を確認することにより，計画の妥

当性の再照査に活用した． 

図-7 交差点付近の視認性のイメージ図 

図-8 運転手目線の走行イメージ(走行動画) 
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4. 今後の取り組み（案）

(1)  「ＭＲ遠隔臨場」への取り組み 

ＷＥＢカメラとＷＥＢ会議システムを活用し，現場

に行かずとも離れた場所（事務所等）から臨場を行う

『建設現場における「遠隔臨場」』は，「材料確認」

「立会」等への活用が令和4年度から本格的に実施され

ている． 

ＣＩＭモデルの更なる活用策として，現地ＷＥＢカ

メラの３次元空間にＣＩＭモデルによる３次元情報を重

ね合わせる「複合現実」（ＭＲ：Mixed Reality）技術

の併用により，現地映像にＣＩＭモデルを重ねた「ＭＲ

遠隔臨場」が可能となる． 

「ＭＲ遠隔臨場」は，事務所に居ながら現地状況や

計画構造を確認でき，移動時間の排除による効率化が図

れる． 

図-9 ＭＲ遠隔臨場（ＷＥＢ動画へのＣＩＭモデル合成） 

(2)  「ＭＲ設計協議」への取り組み 

 ＭＲ技術を活用し，机の上にＣＩＭモデルを投影し，

これをスマートフォンの画面越しに自由な視点から見る

ことが可能となる． 

設計協議，関係機関協議や地元説明等で活用すること

で，合意形成の円滑化が期待される． 

図-10 ＭＲ設計協議（机上へのＣＩＭモデル投影） 

参考文献 

1) 国土交通省：建設現場の遠隔臨場に関する試行要領（案） 

2) 国土交通省：建設現場の遠隔臨場 事例集 

イノベーション部門Ⅰ：No.08

4




